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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   5/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/01     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  27/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/34     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  85/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   5/16    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/01    　　　　
   Ａ０１Ｎ  27/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/34    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  25/34    　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ  25/34    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｎ  25/00    １０２　
   Ａ０１Ｐ  21/00    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  85/50    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月10日(2013.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性組成物であって、該組成物が、熱可塑性ポリマーおよびシクロデキストリン変
性熱可塑性ポリマーを含み、該シクロデキストリン変性熱可塑性ポリマーが、シクロデキ
ストリン包接複合体を含み、該シクロデキストリン包接複合体が、シクロデキストリン部
分および構造：



(2) JP 2013-513719 A5 2014.2.6

【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が、それぞれ独立して、水素またはＣ１～１６ヒド
ロカルビル基であり、Ｒ１またはＲ２の少なくとも１つはメチルである）
を有する抑制剤化合物を含む、組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、０．０００１～３重量％の前記抑制剤化合物を含み、該抑制剤化合物が
１－メチルシクロプロペンを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記シクロデキストリン変性ポリマーが、シクロデキストリン化合物から誘導されたラ
ンダム置換共有結合基を含む置換基を有するポリマー骨格を含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項４】
　前記組成物が、０．１～２０重量％の前記シクロデキストリン部分を含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、約１～６５重量％の前記シクロデキストリン変性熱可塑性ポリマーを含
む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記熱可塑性ポリマーがポリオレフィン樹脂であり、前記シクロデキストリン変性熱可
塑性ポリマーが、シクロデキストリン変性ポリオレフィン樹脂であり、前記組成物が１～
８５重量％の該ポリオレフィン樹脂および０．１～６５重量％の該シクロデキストリン変
性ポリオレフィン樹脂を含み、該ポリオレフィン樹脂が、０．５～１５００ｇ／１０分の
メルトインデックスを有し、該シクロデキストリン変性ポリオレフィン樹脂が、０．７～
８００ｇ／１０分のメルトインデックスを有するポリマーから誘導される、請求項１に記
載の組成物。
【請求項７】
　請求項１に記載の組成物を含む物品であって、該物品は、繊維、フィルム、織布、不織
布、フレキシブル包装、剛性容器、積層体、クロージャー、または包装インサートである
、物品。
【請求項８】
　シクロデキストリン変性熱可塑性ポリマーを形成する方法であって、該シクロデキスト
リン変性熱可塑性ポリマーが、シクロデキストリン包接複合体を含み、該シクロデキスト
リン包接複合体が、シクロデキストリン部分および抑制剤化合物を含み、該方法が、
　（ｉ）シクロデキストリン部分をポリオレフィン上にグラフト化させて、グラフト化さ
れたシクロデキストリン組成物を形成するステップと、
　（ｉｉ）該グラフト化されたシクロデキストリン組成物を抑制剤化合物と接触させて、
該シクロデキストリン変性熱可塑性ポリマーを形成するステップとを含み、該接触させる
ステップが、包囲空間中で実施される、方法。
【請求項９】
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　前記シクロデキストリンが、０～１００℃の温度および１～２５気圧の圧力で、シクロ
デキストリン１モル当たり０．５～１０モルの抑制剤のモル比で、前記抑制剤化合物と接
触される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記抑制剤化合物が、１－メチルシクロプロペンである、請求項８に記載の方法。


	header
	written-amendment

